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JCOPE2と JCDASを用いた梅雨前線帯における大気海洋相互作用研究
Study on the air-sea interaction on the Baiu frontal zone using JCOPE2 and JCDAS
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東シナ海上の梅雨前線帯における大気海洋相互作用を JCOPE2と JCDASを用いて調べた。JCOPE2は、1日ごとの水
平約 10kmという大気変動との対応を見るのに十分な時空間解像度を持ち、これまでよりも短い時間規模での大気と海
洋の連動した変化を解析することが可能となった。
東シナ海北部の黄海と呼ばれる海域は水深 100m以下の非常に熱容量の小さい海であり、季節変化が大きい。この黄海

の水温の顕著な季節変化は、梅雨前線帯の北側の寒気、南側の暖気の形成に影響を及ぼす。こうした黄海の水温変動と
梅雨前線帯の寒気・暖気は、比較的短い時間規模で連動して変化しており、梅雨前線帯の季節進行の一因となっている
と考えられる。
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